






















































働報酬税率，人的控除をそれぞれ， T, tp, tH, Eとすると，






ところで， X税の枠組みは， Halland Rabushka[9］の提案しているフラッ









































t S-t(l+r)S/(l+r) = 0 








から租税節約の現在価値は ts また 第2期の資本所得の現在価値は（1+ r) 
S/(l+r）となる。結局 税額の現在価値について，





























れPAC, p BC，投資財の生産者価をそれぞれPA I, p BI ，付加価値税率をそれ
ぞれtA, t Bとする。すると A固と B国の消費者価格はそれぞれPAC (1 + 
tA), PBcU+tB）となる。ここで自由貿易と消費者による直接購入を想定
すると，消費財市場の均衡条件は，
PA1 (l+tA) = PBcU+tB) (5) 




PAr (l+ tA) = PBr (l+ t) (6) 
で与えられる。これより，消費財と投資財の相対価格は，
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場合には，消費財と投資財の相対価格が，
PAcU+tA)/PA1 = PscU+ts)/Psr (8) 



























はそれぞれrnA=[MPcAipAi/PA1JU-t A)/(1-dA t A), r nB=[MPcB1 
PB i /PB I J (1-t B) / (1-d B t B）であるから，
[MPcAipAi/PA1](J-t A)/(1-dAtA) = Tn 
= [MPcBipBi/PB,](1-t B)/(1-dBtB) (10) 









































































の価格を qとする。資本コスト控除の現在価値は，時点を t( 0孟 t豆∞）と
して


































































































































Aaron and Galper[l］が，彼らの ICF/R Fキャッシュ・フロー税を消費













2）「IT P」は“individualtax prepayment”の，また，「ICF Jは“in-dividualcash 
flow，，の略称である。 Rベース方式およびR+Fベース方式の企業税については， King[9],
拙稿［23］を，また， AC E (allowance forcorporate equity）方式企業税の提案について







5) McLure and ZodrowのSA税の税体系は， Halland Rabushkaのフラット税の税体系
と基本的に同じである。 SA税の基本的枠組については， McLure[l2］を参照されたい。




























16) Hall and Rabushka[8］は何らの移行措置も伴わない即時移行を提案しているが，その
実行可能性は小さいといえよう。基本的には， Bradford[5］やブループリント［19］の段階
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